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	スライド 2: 「もらい事故」を防ぐ運転をしよう  相手に非があっても、過失責任を負う  自分が気をつけて安全運転をしているつもりでも事故は発生します。  交差点でバイクが飛び出してきたり、赤信号を無視して歩行者が車道に出てきたり…  たいていの交通事故では、車側に責任が無いということはありません。  多額の損害賠償義務を負い、過失運転致死傷罪などの判決を下される場合があります。  　｢もらい事故」と考えていたら、 　実は自分が第一当事者だったのです。
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